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ぼ く と わ た し の 絵

小
学
校
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を

描
い
た
よ
。
青
い
ク
レ
ヨ
ン
み
た

い
な
の
で
先
生
が
書
い
て
、
い
っ

ぱ
い
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
。

坂
根
　
　
一
く
ん（
さ
く
ら
組
）

ま
よ
と
り
ん
が
学
校
か
ら
お
家
に

帰
っ
た
と
こ
ろ
。
お
家
に
入
っ
て

テ
レ
ビ
を
見
て
、
そ
の
後
は
２
人

で
お
昼
寝
。
起
き
て
か
ら
３
時
に

み
か
ん
も
食
べ
た
よ
。

横
道
　
凜
さ
ん
（
さ
く
ら
組
）

せ
ん

さ
か
ね

り
ん

よ
こ
み
ち

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

10

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

如
 月

12
月

田
  茂
　
颯
  真

く
ん

Ｈ
23
・
７
・
13
生

（
地
区
）
川
代

（
パ
パ
）
雅
章

（
マ
マ
）
牧
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

友
達
を
大
事
に
す
る
優
し
い

子
に
育
っ
て
ほ
し
い

２
月

人
の
動
き

男
　
1,
40
1人
（
＋
２
人
）

女
　
1,
48
2人
（
＋
２
人
）

計
　
2,
88
3人
（
＋
４
人
）

世
帯
数
94
9世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

ア
メ
ジ
ス
ト（
紫
水
晶
）

̶
 誠
実・
心
の
平
和
 ̶

誕
生
石

き
さ
ら
ぎ

Fe
br
ua
ry

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
３
年
２
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

た
も

そ
う

ま

日
曜
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

1
金
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
結
果
説
明
会
・
生
活
習
慣
改
善
指
導

新
郷
温
泉
館
休
業
日

4
月
特
定
健
診
（
～
９
日
）

7
木
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

8
金
新
郷
村
戸
来
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
開
票
日

10
日
●
建
国
記
念
の
日

11
月
行
政
相
談

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
　
中
会
議
室

13
水
所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
（
～
３
月
15
日
）

特
定
健
診
（
～
16
日
）

14
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

３
・
４
歳
児
健
診

15
金
人
権
相
談

新
郷
温
泉
館
休
業
日

18
月
特
定
健
診
（
～
23
日
）

21
木
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

22
金
新
郷
温
泉
館
休
業
日

25
月
母
と
子
の
栄
養
教
室
　
乳
幼
児
健
康
相
談

特
定
健
診
（
～
３
月
２
日
）

28
木

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

１月６日　消防団出初式（関連記事は４ページ）１月６日　消防団出初式（関連記事は４ページ）

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。



２３　広報しんごう　H25・１

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と
も

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
新
郷
村
に
繁
栄
を

も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
７
月
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
が
、
よ
り
身
近
な
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
念
頭
に

置
き
、
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新

春
を
迎
え
て
、
当
村
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
努
力
す
る

と
共
に
、
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
地
方
分

権
の
進
展
に
伴
い
、
住
民

に
身
近
な
村
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お

り
、
当
村
に
お
き
ま
し
て

も
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
産
業
の
振
興
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
環

境
対
策
等
、
克
服
す
べ
き

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
３
・
11
以
降
東
京
電

力
福
島
原
子
力
発
電
所
の

原
発
事
故
以
来
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
推
進
さ
れ
る
昨
今
、

新
郷
村
に
於
い
て
も
風
力
発
電

計
画
が
村
営
平
子
沢
放
牧
場
（
七

森
）
を
中
心
と
し
た
発
電
計
画
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
７
年

４
月
着
工
予
定
で
２
０
１
９
年
２

月
に
営
業
運
転
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
２
０
１

２
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度
に
基
づ
き
、
東
北
電
力
に
売
電

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
東
北

電
力
と
の
協
議
が
整
え
ば
新
郷
村

に
高
さ
78
メ
ー
ト
ル
級
の
風
力
発

電
機
２
，０
０
０
Ｋ
Ｗ
が
10
基
建

設
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
環
境
問
題
等
の
調

査
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
そ
う
で

す
が
、
早
期
に
着
工
・
完
成
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
全
国
イ
ベ
ン
ト
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
初
出
場
で
全
国

の
参
加
、
82
自
治
体
中
１
位
と
な

っ
た
こ
と
は
ひ
と
え
に
住
民
の
方

々
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
主
催
は
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団

で
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
を

競
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
人
口

規
模
の
似
た
自
治
体
同
志
で
対
戦

す
る
形
で
行
わ
れ
、
新
郷
村
の
相

手
は
昨
年
ま
で
２
年
連
続
全
国
１

位
の
沖
縄
県
東
村（
ひ
が
し
そ
ん
）

と
の
戦
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
強

敵
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
と
新
人
賞
の
２

つ
の
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
大

変
名
誉
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
昨
年
３
月
に
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
た
国
際
食
品
・
飲
料
展

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｘ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２

０
１
２
」
に
於
い
て
ご
当
地
ア
イ

ス
グ
ラ
ン
プ
リ
で
新
郷
村
ふ
る
さ

と
活
性
化
公
社
が
出
品
し
た
バ
ジ

ル
ア
イ
ス
「
グ
レ
イ
ス
ア
ン
バ
ジ

ル
」
が
最
高
金
賞
に
輝
き
ま
し

て
、
今
後
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
公
社
開
発
の
生
キ
ャ
ラ
煎

餅
で
あ
り
ま
す
が
、
南
部
の
味
が

新
た
な
融
合
に
よ
り
製
造
さ
れ
た

商
品
が
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１

２
に
於
い
て
、
５
０
０
箱
が
完
販

す
る
と
い
っ
た
実
績
が
あ
り
、
こ

れ
ま
た
村
の
お
土
産
品
と
し
て
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ウ
ス
「
和
の
家
」
が
共
同
住
宅

と
し
て
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

近
年
の
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進

み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
冬
場
の

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
春
先
に
低
温
が

続
き
、
八
月
以
降
は
猛
暑

と
雨
不
足
が
続
き
、
異
常

気
象
と
思
わ
れ
る
天
候
で

あ
っ
た
た
め
に
、
農
家
に

と
っ
て
は
作
物
の
管
理
に

大
変
苦
労
の
多
か
っ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
全
国
的
に
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
中
で
、

村
民
が
行
政
と
一
緒
に
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
行
政
の

責
任
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
さ
を

感
じ
、
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
五
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率
日
本
一

に
輝
き
、
ま
た
、
学
校
教
育
で
は

生
徒
達
の
図
画
・
作
文
・
ポ
ス
タ

ー
が
文
部
科
学
大
臣
賞
や
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
遊
漁
会
は
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
。
更
に
は
、
公
社
の

バ
ジ
ル
ア
イ
ス
が
最
高
金
賞
に
輝

く
な
ど
、
学
校
・
地
域
に
於
い
て

数
多
く
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
囲

ま
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
は
今
、
少
子
高
齢
化
・

過
疎
化
が
進
み
、
山
村
が
抱
え
て

い
る
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
今
年
は
、
計
画
立

案
の
年
か
ら
実
現
の
年
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
為
に

は
、
農
林
業
あ
っ
て
の
村
で
あ
り

ま
す
農
林
業
生
産
活
動
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
農
家
支
援
に
努
め
、

元
気
の
あ
る
産
業
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
有
機
の
里
づ
く
り

を
更
に
進
め
、
安
全
・
安
心
な
作

物
生
産
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
生

産
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
道

路
整
備
促
進
の
た
め
に
、
県
と
も

連
携
を
図
り
、
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

は
、
弱
者
に
対
し
温
か
い
福
祉
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
き
の
こ
の

里
づ
く
り
の
推
進
、
見
守
り
隊
の

充
実
、
冬
季
ハ
ウ
ス
「
和
の
家
」

運
営
の
充
実
、
弱
者
へ
の
宅
配
事

業
推
進
や
住
宅
建
設
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
上
の
不
便
・
不
安
や
孤
独
感

の
解
消
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し

て
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
運
び
と
な
り
、
県
内
で
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
今
後
の
運

営
に
対
し
て
は
、
新
郷
村
民
か
ら

愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
議
会
の
役
割
は
予

算
案
な
ど
の
議
決
だ
け
で
な
く
、

行
政
へ
の
監
視
・
政
策
を
提
案
し

な
が
ら
も
、
村
民
の
皆
様
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
村
民
の
代
表
で
あ
る
村
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
む

ら
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
の
皆
さ

ん
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
む
ら
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
実
り
あ
る
跳
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
広
域
消
防
・
消
防

団
・
五
戸
警
察
署
・
防
犯
協
会
・

交
通
安
全
協
会
・
婦
人
会
・
赤
十

字
奉
仕
団
等
と
常
に
連
携
を
図

り
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
念
願
で
あ
り
ま
す
「
風

力
発
電
所
」
は
新
郷
村
へ
の
誘
致

が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
山
岳
地
帯

に
於
け
る
環
境
問
題
が
25
年
度
調

査
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
終
わ
り
次
第
工
事
着
工
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

　
妙
返
川
林
道
の
県
代
行
、
村
道

雨
池
線
、
温
泉
線
村
道
改
良
県
代

行
事
業
等
の
工
事
も
途
中
工
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
県
と
連
携
を
重

ね
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
住
民
の
幸
せ
、
明
る

い
村
づ
く
り
推
進
に
向
け
、
今
年

も
職
員
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　
そ
し
て
健
や
か
な
子
ど
も
達
を

育
て
る
教
育
振
興
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
設
備
・
充
実
を
図
る
他
、

事
件
・
事
故
の
な
い
平
和
な
教
育

推
進
の
た
め
、
学
校
・
地
域
・
行

政
の
連
携
を
密
に
し
て
、
環
境
整

備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
旧
川
代

小
も
の
づ
く
り
学
校
は
、
学
ぶ

場
・
産
業
振
興
の
場
・
地
域
の
交

流
の
場
と
し
て
そ
の
整
備
に
努
め

る
他
、
八
戸
大
学
と
の
連
携
の
も

と
都
市
農
村
の
交
流
事
業
を
も
進

め
、
域
学
連
携
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
面
に
於
い
て
は
、
恵
ま
れ

た
資
源
を
有
効
活
用
し
、「
酪
農

発
祥
の
地
・
新
郷
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
観
光
土
産
品
・
郷
土
料
理
開

発
等
に
努
め
る
他
、
子
ど
も
商
品

券
に
よ
る
商
店
の
活
性
化
に
も
努

め
ま
す
。

　
住
民
の
健
康
を
守
る
施
策
と
し

て
は
、
保
健
師
の
活
動
の
充
実
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
・
集

団
検
診
等
を
引
き
続
き
実
施
し
、

診
療
所
医
療
機
器
充
実
等
に
努

め
、
住
民
の
健
康
対
策
に
努
め
ま

す
。

　
次
に
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

新郷村議会議長
　福　山　惠一郎

新郷村長
　須　藤　良　美

新年のご  あいさつ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と
も

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
新
郷
村
に
繁
栄
を

も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
７
月
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
が
、
よ
り
身
近
な
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
念
頭
に

置
き
、
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新

春
を
迎
え
て
、
当
村
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
努
力
す
る

と
共
に
、
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
地
方
分

権
の
進
展
に
伴
い
、
住
民

に
身
近
な
村
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お

り
、
当
村
に
お
き
ま
し
て

も
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
産
業
の
振
興
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
環

境
対
策
等
、
克
服
す
べ
き

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
３
・
11
以
降
東
京
電

力
福
島
原
子
力
発
電
所
の

原
発
事
故
以
来
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
推
進
さ
れ
る
昨
今
、

新
郷
村
に
於
い
て
も
風
力
発
電

計
画
が
村
営
平
子
沢
放
牧
場
（
七

森
）
を
中
心
と
し
た
発
電
計
画
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
７
年

４
月
着
工
予
定
で
２
０
１
９
年
２

月
に
営
業
運
転
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
２
０
１

２
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度
に
基
づ
き
、
東
北
電
力
に
売
電

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
東
北

電
力
と
の
協
議
が
整
え
ば
新
郷
村

に
高
さ
78
メ
ー
ト
ル
級
の
風
力
発

電
機
２
，０
０
０
Ｋ
Ｗ
が
10
基
建

設
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
環
境
問
題
等
の
調

査
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
そ
う
で

す
が
、
早
期
に
着
工
・
完
成
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
全
国
イ
ベ
ン
ト
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
初
出
場
で
全
国

の
参
加
、
82
自
治
体
中
１
位
と
な

っ
た
こ
と
は
ひ
と
え
に
住
民
の
方

々
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
主
催
は
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団

で
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
を

競
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
人
口

規
模
の
似
た
自
治
体
同
志
で
対
戦

す
る
形
で
行
わ
れ
、
新
郷
村
の
相

手
は
昨
年
ま
で
２
年
連
続
全
国
１

位
の
沖
縄
県
東
村（
ひ
が
し
そ
ん
）

と
の
戦
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
強

敵
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
と
新
人
賞
の
２

つ
の
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
大

変
名
誉
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
昨
年
３
月
に
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
た
国
際
食
品
・
飲
料
展

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｘ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２

０
１
２
」
に
於
い
て
ご
当
地
ア
イ

ス
グ
ラ
ン
プ
リ
で
新
郷
村
ふ
る
さ

と
活
性
化
公
社
が
出
品
し
た
バ
ジ

ル
ア
イ
ス
「
グ
レ
イ
ス
ア
ン
バ
ジ

ル
」
が
最
高
金
賞
に
輝
き
ま
し

て
、
今
後
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
公
社
開
発
の
生
キ
ャ
ラ
煎

餅
で
あ
り
ま
す
が
、
南
部
の
味
が

新
た
な
融
合
に
よ
り
製
造
さ
れ
た

商
品
が
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１

２
に
於
い
て
、
５
０
０
箱
が
完
販

す
る
と
い
っ
た
実
績
が
あ
り
、
こ

れ
ま
た
村
の
お
土
産
品
と
し
て
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ウ
ス
「
和
の
家
」
が
共
同
住
宅

と
し
て
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

近
年
の
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進

み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
冬
場
の

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
春
先
に
低
温
が

続
き
、
八
月
以
降
は
猛
暑

と
雨
不
足
が
続
き
、
異
常

気
象
と
思
わ
れ
る
天
候
で

あ
っ
た
た
め
に
、
農
家
に

と
っ
て
は
作
物
の
管
理
に

大
変
苦
労
の
多
か
っ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
全
国
的
に
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
中
で
、

村
民
が
行
政
と
一
緒
に
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
行
政
の

責
任
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
さ
を

感
じ
、
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
五
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率
日
本
一

に
輝
き
、
ま
た
、
学
校
教
育
で
は

生
徒
達
の
図
画
・
作
文
・
ポ
ス
タ

ー
が
文
部
科
学
大
臣
賞
や
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
遊
漁
会
は
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
。
更
に
は
、
公
社
の

バ
ジ
ル
ア
イ
ス
が
最
高
金
賞
に
輝

く
な
ど
、
学
校
・
地
域
に
於
い
て

数
多
く
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
囲

ま
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
は
今
、
少
子
高
齢
化
・

過
疎
化
が
進
み
、
山
村
が
抱
え
て

い
る
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
今
年
は
、
計
画
立

案
の
年
か
ら
実
現
の
年
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
為
に

は
、
農
林
業
あ
っ
て
の
村
で
あ
り

ま
す
農
林
業
生
産
活
動
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
農
家
支
援
に
努
め
、

元
気
の
あ
る
産
業
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
有
機
の
里
づ
く
り

を
更
に
進
め
、
安
全
・
安
心
な
作

物
生
産
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
生

産
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
道

路
整
備
促
進
の
た
め
に
、
県
と
も

連
携
を
図
り
、
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

は
、
弱
者
に
対
し
温
か
い
福
祉
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
き
の
こ
の

里
づ
く
り
の
推
進
、
見
守
り
隊
の

充
実
、
冬
季
ハ
ウ
ス
「
和
の
家
」

運
営
の
充
実
、
弱
者
へ
の
宅
配
事

業
推
進
や
住
宅
建
設
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
上
の
不
便
・
不
安
や
孤
独
感

の
解
消
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し

て
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
運
び
と
な
り
、
県
内
で
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
今
後
の
運

営
に
対
し
て
は
、
新
郷
村
民
か
ら

愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
議
会
の
役
割
は
予

算
案
な
ど
の
議
決
だ
け
で
な
く
、

行
政
へ
の
監
視
・
政
策
を
提
案
し

な
が
ら
も
、
村
民
の
皆
様
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
村
民
の
代
表
で
あ
る
村
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
む

ら
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
の
皆
さ

ん
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
む
ら
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
実
り
あ
る
跳
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
広
域
消
防
・
消
防

団
・
五
戸
警
察
署
・
防
犯
協
会
・

交
通
安
全
協
会
・
婦
人
会
・
赤
十

字
奉
仕
団
等
と
常
に
連
携
を
図

り
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
念
願
で
あ
り
ま
す
「
風

力
発
電
所
」
は
新
郷
村
へ
の
誘
致

が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
山
岳
地
帯

に
於
け
る
環
境
問
題
が
25
年
度
調

査
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
終
わ
り
次
第
工
事
着
工
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

　
妙
返
川
林
道
の
県
代
行
、
村
道

雨
池
線
、
温
泉
線
村
道
改
良
県
代

行
事
業
等
の
工
事
も
途
中
工
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
県
と
連
携
を
重

ね
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
住
民
の
幸
せ
、
明
る

い
村
づ
く
り
推
進
に
向
け
、
今
年

も
職
員
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　
そ
し
て
健
や
か
な
子
ど
も
達
を

育
て
る
教
育
振
興
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
設
備
・
充
実
を
図
る
他
、

事
件
・
事
故
の
な
い
平
和
な
教
育

推
進
の
た
め
、
学
校
・
地
域
・
行

政
の
連
携
を
密
に
し
て
、
環
境
整

備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
旧
川
代

小
も
の
づ
く
り
学
校
は
、
学
ぶ

場
・
産
業
振
興
の
場
・
地
域
の
交

流
の
場
と
し
て
そ
の
整
備
に
努
め

る
他
、
八
戸
大
学
と
の
連
携
の
も

と
都
市
農
村
の
交
流
事
業
を
も
進

め
、
域
学
連
携
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
面
に
於
い
て
は
、
恵
ま
れ

た
資
源
を
有
効
活
用
し
、「
酪
農

発
祥
の
地
・
新
郷
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
観
光
土
産
品
・
郷
土
料
理
開

発
等
に
努
め
る
他
、
子
ど
も
商
品

券
に
よ
る
商
店
の
活
性
化
に
も
努

め
ま
す
。

　
住
民
の
健
康
を
守
る
施
策
と
し

て
は
、
保
健
師
の
活
動
の
充
実
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
・
集

団
検
診
等
を
引
き
続
き
実
施
し
、

診
療
所
医
療
機
器
充
実
等
に
努

め
、
住
民
の
健
康
対
策
に
努
め
ま

す
。

　
次
に
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

新郷村議会議長
　福　山　惠一郎

新郷村長
　須　藤　良　美

新年のご  あいさつ
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広
げ
よ
う
地
域
の
連
携

　高
め
よ
う
防
災
力

　
12
月
20
日
、
美
郷

館
に
お
い
て
「
新
郷

む
ら
づ
く
り
を
語
る

会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
づ
く
り
や
農

林
業
に
携
わ
る
関
係

機
関
の
職
員
や
団
体

等
か
ら
約
１
３
０
名

が
出
席
。「
新
郷
村

を
理
想
郷
と
す
る
た

め
に

－

森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
聖
地
へ
」
と

題
し
て
、
東
京
農
業

大
学
客
員
教
授
・
東

京
財
団
上
席
研
究
員

の
平
野
秀
樹
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
須
藤
村
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
講
演

が
ス
タ
ー
ト
。
第
一

部
は
「
外
資
が
狙
う

日
本
の
森
」
と
題
し

て
、
外
国
資
本
が
次

々
と
日
本
の
国
土
を

買
収
し
て
い
る
現
状

や
、
日
本
の
土
地
管

理
・
不
動
産
売
買
制

度
等
の
不
備
を
解

説
。

　
第
二
部
は
「
新
郷
村
を
森
林
セ

ラ
ピ
ー
の
聖
地
に
す
る
」
と
題
し

て
、
科
学
的
に
も
検
証
さ
れ
て
い

る
森
林
が
も
た
ら
す
癒
し
の
効
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
総
面
積
の
80

％
以
上
を
森
林
・
原
野
が
占
め
る

新
郷
村
は
、
そ
の
聖
地
に
成
り
得

る
環
境
が
あ
る
と
分
析
。
新
た
な

む
ら
づ
く
り
へ
向
け
て
、
一
つ
の

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
多
く
の
質
問

が
上
が
り
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
新
春
恒
例
の
「
新
郷

村
消
防
団
出
初
式
」
が

１
月
６
日
、
金
ヶ
沢
通

り
な
ど
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
が
機
械
器
具
点

検
や
分
列
行
進
を
披
露

し
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。

　
時
折
小
雪
の
舞
う
厳

し
い
冷
え
込
み
の
中
、

村
内
全
分
団
か
ら
１
６

０
名
が
参
加
し
、
消
防

車
両
９
台
・
小
型
動
力

ポ
ン
プ
７
台
が
出
動
。

畠
山
賢
悦
団
長
の
総
指

揮
に
よ
り
須
藤
良
美
村

長
が
整
列
し
た
団
員
の

服
装
や
車
両
、
資
機
材

の
状
況
に
つ
い
て
観
閲

し
ま
し
た
。
ラ
ッ
パ
隊

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
団

員
は
美
郷
館
前
か
ら
役

場
前
ま
で
一
糸
乱
れ
ぬ

分
列
行
進
を
実
施
。
勇

往
邁
進
の
気
概
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
須
藤
村
長

が
「
職
務
の
重
大
さ
を

自
覚
し
、
村
民
の
負
託

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
支
部
（
長
根
哲
美
支

部
長
）
は
管
内
の
小
中
学
校
・
保

育
園
に
反
射
材
リ
ス
ト
バ
ン
ド
２

０
０
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
、
軽
く
腕
や

手
首
に
あ
て
る
と
巻
き
付
く
ワ
ン

タ
ッ
チ
式
。
防
寒
着
や
降
雪
に
よ

っ
て
歩
行
者
が
目
立
た
な
く
な
る

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
配
ら
れ
、

今
年
で
２
年
目
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　
外
出
の
際
は
ぜ
ひ
着
用
し
、
交

通
安
全
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

反
射
材
の

　

 

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
西
越
防
犯
協
会
（
細
野
幸
雄
会

長
）は
12
月
23
日
、「
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
も
ち
つ
き
大
会
」
を
西

越
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
19
回
目
と
な
る
今
回
は
、
隊
員

や
そ
の
家
族
、
新
郷
駐
在
所
長
等

約
15
名
が
参
加
。
お
よ
そ
40
㎏
の

餅
米
に
、
心
を
込
め
て
杵
を
つ
き

ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
お
供
え
や
切
り

餅
は
、
防
犯
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
要
請
し
な
が
ら
、
管
内
の
温

泉
施
設
や
商
店
な
ど
16
箇
所
に
隊

員
た
ち
が
配
布
し
ま
し
た
。

地 域 の 安 全 を 願 い 餅 つ き

森林セラピーの聖地へ　　－新郷むらづくりを語る会－森林セラピーの聖地へ　　－新郷むらづくりを語る会－
平野　秀樹　氏

＜略歴＞
　Ｓ29　兵庫県加古川市生まれ
　Ｓ52　林野庁入庁
　Ｓ53　戸来担当区主任として新郷村に赴任
　　　　（２年間）
林野庁経営企画課長、農林水産省中部森
林管理局長などを経て、現在は東京農業
大学客員教授・東京財団上席研究員とし
て活躍中。

<著書>
　「森の巨人たち・巨木百選」「森林医学」
など多数
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広
げ
よ
う
地
域
の
連
携

　高
め
よ
う
防
災
力

　
12
月
20
日
、
美
郷

館
に
お
い
て
「
新
郷

む
ら
づ
く
り
を
語
る

会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
づ
く
り
や
農

林
業
に
携
わ
る
関
係

機
関
の
職
員
や
団
体

等
か
ら
約
１
３
０
名

が
出
席
。「
新
郷
村

を
理
想
郷
と
す
る
た

め
に

－

森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
聖
地
へ
」
と

題
し
て
、
東
京
農
業

大
学
客
員
教
授
・
東

京
財
団
上
席
研
究
員

の
平
野
秀
樹
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
須
藤
村
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
講
演

が
ス
タ
ー
ト
。
第
一

部
は
「
外
資
が
狙
う

日
本
の
森
」
と
題
し

て
、
外
国
資
本
が
次

々
と
日
本
の
国
土
を

買
収
し
て
い
る
現
状

や
、
日
本
の
土
地
管

理
・
不
動
産
売
買
制

度
等
の
不
備
を
解

説
。

　
第
二
部
は
「
新
郷
村
を
森
林
セ

ラ
ピ
ー
の
聖
地
に
す
る
」
と
題
し

て
、
科
学
的
に
も
検
証
さ
れ
て
い

る
森
林
が
も
た
ら
す
癒
し
の
効
果

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
総
面
積
の
80

％
以
上
を
森
林
・
原
野
が
占
め
る

新
郷
村
は
、
そ
の
聖
地
に
成
り
得

る
環
境
が
あ
る
と
分
析
。
新
た
な

む
ら
づ
く
り
へ
向
け
て
、
一
つ
の

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
多
く
の
質
問

が
上
が
り
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
新
春
恒
例
の
「
新
郷

村
消
防
団
出
初
式
」
が

１
月
６
日
、
金
ヶ
沢
通

り
な
ど
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
が
機
械
器
具
点

検
や
分
列
行
進
を
披
露

し
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。

　
時
折
小
雪
の
舞
う
厳

し
い
冷
え
込
み
の
中
、

村
内
全
分
団
か
ら
１
６

０
名
が
参
加
し
、
消
防

車
両
９
台
・
小
型
動
力

ポ
ン
プ
７
台
が
出
動
。

畠
山
賢
悦
団
長
の
総
指

揮
に
よ
り
須
藤
良
美
村

長
が
整
列
し
た
団
員
の

服
装
や
車
両
、
資
機
材

の
状
況
に
つ
い
て
観
閲

し
ま
し
た
。
ラ
ッ
パ
隊

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
団

員
は
美
郷
館
前
か
ら
役

場
前
ま
で
一
糸
乱
れ
ぬ

分
列
行
進
を
実
施
。
勇

往
邁
進
の
気
概
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
須
藤
村
長

が
「
職
務
の
重
大
さ
を

自
覚
し
、
村
民
の
負
託

に
応
え
て
ほ
し
い
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
支
部
（
長
根
哲
美
支

部
長
）
は
管
内
の
小
中
学
校
・
保

育
園
に
反
射
材
リ
ス
ト
バ
ン
ド
２

０
０
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
、
軽
く
腕
や

手
首
に
あ
て
る
と
巻
き
付
く
ワ
ン

タ
ッ
チ
式
。
防
寒
着
や
降
雪
に
よ

っ
て
歩
行
者
が
目
立
た
な
く
な
る

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
配
ら
れ
、

今
年
で
２
年
目
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　
外
出
の
際
は
ぜ
ひ
着
用
し
、
交

通
安
全
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

反
射
材
の

　

 

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
西
越
防
犯
協
会
（
細
野
幸
雄
会

長
）は
12
月
23
日
、「
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
も
ち
つ
き
大
会
」
を
西

越
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
19
回
目
と
な
る
今
回
は
、
隊
員

や
そ
の
家
族
、
新
郷
駐
在
所
長
等

約
15
名
が
参
加
。
お
よ
そ
40
㎏
の

餅
米
に
、
心
を
込
め
て
杵
を
つ
き

ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
お
供
え
や
切
り

餅
は
、
防
犯
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
要
請
し
な
が
ら
、
管
内
の
温

泉
施
設
や
商
店
な
ど
16
箇
所
に
隊

員
た
ち
が
配
布
し
ま
し
た
。

地 域 の 安 全 を 願 い 餅 つ き

森林セラピーの聖地へ　　－新郷むらづくりを語る会－森林セラピーの聖地へ　　－新郷むらづくりを語る会－
平野　秀樹　氏

＜略歴＞
　Ｓ29　兵庫県加古川市生まれ
　Ｓ52　林野庁入庁
　Ｓ53　戸来担当区主任として新郷村に赴任
　　　　（２年間）
林野庁経営企画課長、農林水産省中部森
林管理局長などを経て、現在は東京農業
大学客員教授・東京財団上席研究員とし
て活躍中。

<著書>
　「森の巨人たち・巨木百選」「森林医学」
など多数
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12
月
19
日
、
自
然
薯

栽
培
グ
ル
ー
プ
「
新
郷

自
然
（
じ
ね
ん
）
の
里
」

（
平
葭
實
会
長
）
メ
ン

バ
ー
ら
が
集
ま
り
、
自

然
薯
の
出
荷
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
村
の
新
た
な
特
産
を

目
指
し
て
、
昨
年
か
ら

　
現
代
美
術
家
協
会
が
主
催
す
る

第
68
回
現
展
（
現
代
美
術
展
）
に

お
い
て
、
坂
根
正
人
さ
ん
（
上
栃

棚
）
が
「
タ
ー
ナ
ー
色
彩
賞
」
に

輝
き
、
12
月
11
日
、
受
賞
報
告
の

た
め
須
藤
良
美
村
長
の
も
と
を
訪

れ
ま
し
た
。

　『
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｆ
１
０
５
』

と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
（
絵
画
）

は
、
感
性
に
満
ち
溢
れ
た
独
創
的

な
画
風
で
、
鮮
や
か
な
青
を
基
調

と
し
た
色
彩
の
豊
か
さ
が
印
象
的

な
作
品
で
す
。
現
物
の
大
き
さ
は

畳
４
畳
分
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
も

の
で
、
昨
年
度
の
「
会
員
賞
」
に

続
き
、
２
年
連
続
で
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
も
「
鮮
や
か
な
色
遣

い
と
想
像
力
豊
か
な
感
性
が
す
ば

ら
し
い
」
と
、
称
賛
。「
今
後
も

創
作
活
動
に
精
進
し
、
素
敵
な
作

品
を
創
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
坂
根
さ
ん
は
現
代
美
術
家
協
会

の
会
員
で
、
村
文
化
活
動
連
絡
協

議
会
の
絵
画
部
長
も
務
め
て
い
て

い
ま
す
。「
ま
す
ま
す
精
進
を
重

ね
、
大
胆
且
つ
繊
細
で
生
命
力
溢

れ
る
作
品
を
目
指
し
挑
戦
し
て
行

き
た
い
」
と
、
更
な
る
飛
躍
へ
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
も
関
係
者
ら
約
15
名

が
参
加
。
出
動
式
終
了
後
は
本
村

に
戻
り
、
駐
在
所
前
で
横
断
幕
を

持
ち
な
が
ら
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
し

た
り
、
金
ヶ
沢
周
辺
の
商
店
街
を

ま
わ
り
な
が
ら
啓
蒙
チ
ラ
シ
を
配

布
。
年
末
年
始
に
お
け
る
防
犯
対

策
の
強
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
12
月
17
日
、「
県
下
一
斉
年
末

特
別
警
戒
取
締
り
出
動
式
」
が
五

戸
警
察
署
で
実
施
さ
れ
、
管
内
の

防
犯
協
会
員
、
交
通
安
全
協
会

員
、
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
員
等
、
約
１
０
０
名
が
年
末
年

始
の
事
件
事
故
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
き
た
自
然
薯
栽
培
。

真
っ
す
ぐ
伸
び
ず
に
曲
が
っ
た

り
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
り
し
て
出

荷
に
適
さ
な
い
自
然
薯
が
目
立
っ

た
昨
年
で
し
た
が
、
今
年
の
出
来

は
上
々
。
平
葭
会
長
も
「
真
っ
す

ぐ
伸
ば
す
栽
培
方
法
が
分
か
っ
て

き
た
の
で
、
来
年
は
太
さ
を
増
す

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
た
様
子
。

　
水
洗
い
を
し
て
選
別
を
し
、
自

然
薯
を
使
っ
た
お
す
す
め
料
理
と

そ
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
た
チ
ラ

シ
と
共
に
、
新
郷
特
産
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
へ
と
詰
め
ら
れ
た
自
然
薯
は
、

八
戸
の
市
場
へ
と
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。

　
村
と
村
議
会
が
主
催
し
た
「
新

郷
村
新
春
の
集
い
」
が
１
月
12
日
、

美
郷
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
須
藤
良
美
村
長
が

「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
元

気
な
村
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

八
戸
中
央
青
果
㈱
代
表
取
締
役
社

長
の
横
町
芳
隆
氏
と
五
戸
警
察
署

新
郷
駐
在
所
長
の
細
川
正
敏
氏
に

よ
る
講
話
の
後
、
福
山
惠
一
郎
議

会
議
長
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
し
ま

し
た
。

　
お
よ
そ
１
２
０
名
の
参
加
者

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
歌
や
踊

り
、
抽
選
会
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
、
新
年
へ
の
決
意

を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

安心な暮らしを目指して

上々の出来に笑顔　　新郷産「自然薯」出荷 村勢の更なる発展を目指して

坂根正人さん　ターナー色彩賞受賞



６７　広報しんごう　H25・１

　
12
月
19
日
、
自
然
薯

栽
培
グ
ル
ー
プ
「
新
郷

自
然
（
じ
ね
ん
）
の
里
」

（
平
葭
實
会
長
）
メ
ン

バ
ー
ら
が
集
ま
り
、
自

然
薯
の
出
荷
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
村
の
新
た
な
特
産
を

目
指
し
て
、
昨
年
か
ら

　
現
代
美
術
家
協
会
が
主
催
す
る

第
68
回
現
展
（
現
代
美
術
展
）
に

お
い
て
、
坂
根
正
人
さ
ん
（
上
栃

棚
）
が
「
タ
ー
ナ
ー
色
彩
賞
」
に

輝
き
、
12
月
11
日
、
受
賞
報
告
の

た
め
須
藤
良
美
村
長
の
も
と
を
訪

れ
ま
し
た
。

　『
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｆ
１
０
５
』

と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
（
絵
画
）

は
、
感
性
に
満
ち
溢
れ
た
独
創
的

な
画
風
で
、
鮮
や
か
な
青
を
基
調

と
し
た
色
彩
の
豊
か
さ
が
印
象
的

な
作
品
で
す
。
現
物
の
大
き
さ
は

畳
４
畳
分
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
も

の
で
、
昨
年
度
の
「
会
員
賞
」
に

続
き
、
２
年
連
続
で
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
も
「
鮮
や
か
な
色
遣

い
と
想
像
力
豊
か
な
感
性
が
す
ば

ら
し
い
」
と
、
称
賛
。「
今
後
も

創
作
活
動
に
精
進
し
、
素
敵
な
作

品
を
創
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
坂
根
さ
ん
は
現
代
美
術
家
協
会

の
会
員
で
、
村
文
化
活
動
連
絡
協

議
会
の
絵
画
部
長
も
務
め
て
い
て

い
ま
す
。「
ま
す
ま
す
精
進
を
重

ね
、
大
胆
且
つ
繊
細
で
生
命
力
溢

れ
る
作
品
を
目
指
し
挑
戦
し
て
行

き
た
い
」
と
、
更
な
る
飛
躍
へ
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
も
関
係
者
ら
約
15
名

が
参
加
。
出
動
式
終
了
後
は
本
村

に
戻
り
、
駐
在
所
前
で
横
断
幕
を

持
ち
な
が
ら
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
し

た
り
、
金
ヶ
沢
周
辺
の
商
店
街
を

ま
わ
り
な
が
ら
啓
蒙
チ
ラ
シ
を
配

布
。
年
末
年
始
に
お
け
る
防
犯
対

策
の
強
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
12
月
17
日
、「
県
下
一
斉
年
末

特
別
警
戒
取
締
り
出
動
式
」
が
五

戸
警
察
署
で
実
施
さ
れ
、
管
内
の

防
犯
協
会
員
、
交
通
安
全
協
会

員
、
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
員
等
、
約
１
０
０
名
が
年
末
年

始
の
事
件
事
故
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
き
た
自
然
薯
栽
培
。

真
っ
す
ぐ
伸
び
ず
に
曲
が
っ
た

り
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
り
し
て
出

荷
に
適
さ
な
い
自
然
薯
が
目
立
っ

た
昨
年
で
し
た
が
、
今
年
の
出
来

は
上
々
。
平
葭
会
長
も
「
真
っ
す

ぐ
伸
ば
す
栽
培
方
法
が
分
か
っ
て

き
た
の
で
、
来
年
は
太
さ
を
増
す

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
確

か
な
手
応
え
を
感
じ
た
様
子
。

　
水
洗
い
を
し
て
選
別
を
し
、
自

然
薯
を
使
っ
た
お
す
す
め
料
理
と

そ
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
た
チ
ラ

シ
と
共
に
、
新
郷
特
産
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
へ
と
詰
め
ら
れ
た
自
然
薯
は
、

八
戸
の
市
場
へ
と
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。

　
村
と
村
議
会
が
主
催
し
た
「
新

郷
村
新
春
の
集
い
」
が
１
月
12
日
、

美
郷
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
須
藤
良
美
村
長
が

「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
元

気
な
村
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

八
戸
中
央
青
果
㈱
代
表
取
締
役
社

長
の
横
町
芳
隆
氏
と
五
戸
警
察
署

新
郷
駐
在
所
長
の
細
川
正
敏
氏
に

よ
る
講
話
の
後
、
福
山
惠
一
郎
議

会
議
長
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
し
ま

し
た
。

　
お
よ
そ
１
２
０
名
の
参
加
者

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
歌
や
踊

り
、
抽
選
会
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
、
新
年
へ
の
決
意

を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

安心な暮らしを目指して

上々の出来に笑顔　　新郷産「自然薯」出荷 村勢の更なる発展を目指して

坂根正人さん　ターナー色彩賞受賞



８９　広報しんごう　H25・１

１　日　時　　平成25年２月２日（土）　午後１時30分～３時30分
２　場　所　　特別養護老人ホームさくら荘　出会いの広場
３　テーマ　　『今から始めよう　活き生き健康生活』
　　　　　　　１）生活習慣病を予防するために
　　　　　　　　　五戸総合病院副院長　　　新井田修久先生
　　　　　　　２）食べる楽しみをいつまでも
　　　　　　　　　特別養護老人ホームさくら荘栄養士　林　真希子
　　　　　　　３）ハツラツ脳トレ体操
　　　　　　　　　五戸町介護保険課　地域包括支援センター職員
　※介護予防教室終了後、希望があれば介護の相談・施設見学
　　に応じます。
４　対象者　　五戸町一般町民・新郷村一般村民　その他関心
　　　　　　　のある方々
５　主　催　　特別養護老人ホームさくら荘
　　　　　　　さくら荘居宅介護支援センター
６　後　援　　五戸町介護保健課・新郷村厚生グループ
７　申込先　　特別養護老人ホームさくら荘
　　　　　　　　　電話 ０１７８－７７－２１６０
　　　　　　　　　FAX ０１７８－７７－２７６６

さくら荘介護予防教室実施要綱

　電気は私たちの生活から切っても切り離せないものです。
　そんな大切な電気ですが、時には火災の原因となるこ
ともあります。
　身近な家庭や会社でもよく使うコンセントやプラグ、
電気コードなどもこまめに点検するなど、管理には十分
に注意して火災の発生を防ぎましょう!!

◆電気火災を防ぐための７つのポイント◆
１　コンセントやプラグはほこりなどがたまらないよう
きれいに保つようにしましょう

２　プラグはしっかり差し込みましょう
３　日常使用していない器具は電源を切っておくように
心掛けましょう

４　コードの上に家具等を置かないようにしましょう
５　コードは束ねないようにしましょう
６　たこ足配線をしないようにしましょう
７　テーブルタップを使用する場合は、電気容量を守る
ようにしましょう

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

身近な電気火災を防ごう!!

月　日　　　

３

　
　
　月

２

　
　
　月

集　　　　落　　　　名
午前 午後

13日 水
14日
15日
18日
19日
20日
21日
22日
25日
26日
27日
28日
 １日

中野平・大欠平 松　木　田

 ４日
 ５日
 ６日
 ７日
 ８日
11日
12日
13日
14日
15日

木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

新　　　町 下　通　り
中通り・舘向・丹内沢 舘神・大久保

中　　　里 田中・沢口
鹿　　　田 鹿　　　田
扇　ノ　沢 扇　ノ　沢
羽　井　内 小　　　坂
上　栃　棚 上　栃　棚
下　栃　棚 長　　　峯
川　　　代 川　　　代
滝沢・一ノ沢 未申告者（午後６時まで）

荒巻・長崎 大畑・樺ノ木
田茂代・水沢 女　ケ　崎
間　明　田 釜坂・浮口
平 横　　　沢

崩・大谷地 郡　　　司
西越田中 中　　　崎
西　　　越 西　　　越
堂　ケ　前 堂　ケ　前
未申告者 未申告者（午後６時まで）
未申告者 未申告者

※消費税の申告については、４月１日まで受付します。

場所　山村開発センター中会議室
時間　午前８時30分～午後４時（２月27日と３月14日は午後６時まで）
税務署から、確定申告用の封筒が届いている場合は、必ず持参してください。

◇
報
告
期
日

毎
年
２
月
１
日
の
状
況
を
４
月

15
日（
鳥
類
は
６
月
15
日
）ま
で

問 

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

　 

℡
27
│

２
１
１
１

　
命
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
献

血
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
献
血
日
　
１
月
30
日（
水
）

◇
場
所

　
美
郷
館
　 

午
前
10
時
〜
正
午

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ

◇
申
請
に
必
要
な
物

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）・
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

平
成
25
年
１
月
22
日（
火
）〜

平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

◇
認
定
方
法

　
必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※

個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
３
月
７
日
正
午
か
ら
、
非
常
事

態
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

皆
さ
ん
に
す
ぐ
に
避
難
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
し
た
津
波
警
報

等
の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

青
森
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　 

℡
０
１
７
│

７
４
１
│

７
４
１
３

◇
所
得
税
・
住
民
税

　
所
得
税
や
住
民
税
は
、
納
税
者

の
方
が
１
年
間
の
収
入
と
経
費
、

こ
れ
ら
を
基
に
計
算
し
た
所
得
金

額
、各
種
控
除
額
、税
額
な
ど
を
税

務
署
や
市
町
村
に
申
告
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

先
は
税
務
署
、
住
民
税
の
申
告
書

の
提
出
先
は
市
町
村
と
な
っ
て
お

り
、
提
出
期
限
は
と
も
に
３
月
15

日（
金
）で
す
。
お
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費
税

は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申
告
書

で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告
し
、
消

費
税
と
の
合
計
額
を
国
に
納
め
ま

す
。納
め
ら
れ
た
地
方
消
費
税
は
、

国
か
ら
県
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費
税・

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

の
期
限
は
４
月
１
日（
月
）で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
、
納
税
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

　
左
記
日
程
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
申
告
納
税
相
談
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
申
告

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
な
お
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る

人
・
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る

人
・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
人
は
、
住
民
税
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
収
入
が
な
く
て
も
、
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受

け
る
場
合

▽
福
祉
年
金
や
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
場
合

▽
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
す
る

場
合

▽
所
得
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書

が
必
要
な
場
合

※

国
保
の
被
保
険
者
は
、
収
入
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
税
務
グ
ル
ー
プ
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
78
│

２
１
１
１
　
内
線
５
０
２

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
た
新
郷
村
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間

平
成
25
年
２
月
23
日（
土
）か
ら

３
月
９
日（
土
）ま
で（
15
日
間
）

◇
縦
覧
場
所

　
新
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会
室

◇
異
議
の
申
し
出

　
当
該
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
ま
た

は
誤
載
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

縦
覧
期
間
内
に
、
文
書
で
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会

　 

℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
25
年
５
月
28
日
任
期
満
了

に
よ
る
新
郷
村
長
選
挙
の
日
程
を

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◇
選
挙
の
期
日

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

七
回
忌
母
の
残
せ
し
マ
フ
ラ
ー
と

小
　
坂
　
良
　
子

干
し
柿
の
仕
上
が
り
調
べ

今
朝
の
風

工
　
藤
　
陽
　
一

雪
の
上
に
老
い
ま
ざ
ま
ざ
と

残
り
け
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

年
の
く
れ
お
よ
ぐ
金
魚
も

静
か
な
り

福
　
山
　
康
　
子

わ
が
家
の
漬
物
上
手
ま
づ
味
見

髙
　
根
　
リ
　
サ

ひ
と
り
ご
と
多
く
な
り
し
や

冬
の
空

戸
　
来
　
れ
い
子

使
い
捨
て
雑
巾
作
る
師
走
か
な

鹿
　
島
　
惠
美
子

え
り
巻
は
タ
ン
ス
の
中
で

出
番
な
し

長
　
峯
　
ユ
　
リ

難
聴
や
無
言
の
朝
の
な
め
こ
汁

村
　
上
　
て
　
る

砂
利
ト
ラ
の
女
も
赤
い
冬
帽
子

金
　
沢
　
　
　
凡

　
平
成
25
年
５
月
19
日（
日
）

◇
告
示
日

　
平
成
25
年
５
月
14
日（
火
）

◇
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

　
平
成
25
年
４
月
25
日（
木
）

問 

選
挙
管
理
委
員
会

　 

℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
22
年
の
口
蹄
疫
や
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
規
模

な
発
生
を
ふ
ま
え
て
家
畜
伝
染
病

予
防
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
か
ら
牛
・
豚
・
馬
・
鶏

等
の
家
畜
を
所
有
し
て
い
る
方
や

ペ
ッ
ト
と
し
て
鶏
（
チ
ャ
ボ
、
ウ

コ
ッ
ケ
イ
等
を
含
む
）、
ア
ヒ
ル
、

キ
ジ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
う
ず
ら
等

を
飼
っ
て
い
る
方
す
べ
て
に
、
年

一
回
、
そ
の
飼
養
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
報
告
の
方
法

や
期
日
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
報
告
の
方
法

飼
養
場
所
や
頭
羽
数
な
ど
を
所

定
の
「
定
期
報
告
書
」
に
記
入

◇
報
告
書
の
提
出
先

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は

役
場
産
業
グ
ル
ー
プ

問

問問

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

村
長
選
挙
日
程
に
つ
い
て

申
告
は
お
早
め
に

献
血
に
ご
協
力
を
！

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問 問

問

問

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

　名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
の

　
　飼
養
報
告
に
つ
い
て

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
に
つ
い
て



８９　広報しんごう　H25・１

１　日　時　　平成25年２月２日（土）　午後１時30分～３時30分
２　場　所　　特別養護老人ホームさくら荘　出会いの広場
３　テーマ　　『今から始めよう　活き生き健康生活』
　　　　　　　１）生活習慣病を予防するために
　　　　　　　　　五戸総合病院副院長　　　新井田修久先生
　　　　　　　２）食べる楽しみをいつまでも
　　　　　　　　　特別養護老人ホームさくら荘栄養士　林　真希子
　　　　　　　３）ハツラツ脳トレ体操
　　　　　　　　　五戸町介護保険課　地域包括支援センター職員
　※介護予防教室終了後、希望があれば介護の相談・施設見学
　　に応じます。
４　対象者　　五戸町一般町民・新郷村一般村民　その他関心
　　　　　　　のある方々
５　主　催　　特別養護老人ホームさくら荘
　　　　　　　さくら荘居宅介護支援センター
６　後　援　　五戸町介護保健課・新郷村厚生グループ
７　申込先　　特別養護老人ホームさくら荘
　　　　　　　　　電話 ０１７８－７７－２１６０
　　　　　　　　　FAX ０１７８－７７－２７６６

さくら荘介護予防教室実施要綱

　電気は私たちの生活から切っても切り離せないものです。
　そんな大切な電気ですが、時には火災の原因となるこ
ともあります。
　身近な家庭や会社でもよく使うコンセントやプラグ、
電気コードなどもこまめに点検するなど、管理には十分
に注意して火災の発生を防ぎましょう!!

◆電気火災を防ぐための７つのポイント◆
１　コンセントやプラグはほこりなどがたまらないよう
きれいに保つようにしましょう

２　プラグはしっかり差し込みましょう
３　日常使用していない器具は電源を切っておくように
心掛けましょう

４　コードの上に家具等を置かないようにしましょう
５　コードは束ねないようにしましょう
６　たこ足配線をしないようにしましょう
７　テーブルタップを使用する場合は、電気容量を守る
ようにしましょう

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

身近な電気火災を防ごう!!

月　日　　　

３

　
　
　月

２

　
　
　月

集　　　　落　　　　名
午前 午後

13日 水
14日
15日
18日
19日
20日
21日
22日
25日
26日
27日
28日
 １日

中野平・大欠平 松　木　田

 ４日
 ５日
 ６日
 ７日
 ８日
11日
12日
13日
14日
15日

木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

新　　　町 下　通　り
中通り・舘向・丹内沢 舘神・大久保

中　　　里 田中・沢口
鹿　　　田 鹿　　　田
扇　ノ　沢 扇　ノ　沢
羽　井　内 小　　　坂
上　栃　棚 上　栃　棚
下　栃　棚 長　　　峯
川　　　代 川　　　代
滝沢・一ノ沢 未申告者（午後６時まで）

荒巻・長崎 大畑・樺ノ木
田茂代・水沢 女　ケ　崎
間　明　田 釜坂・浮口
平 横　　　沢

崩・大谷地 郡　　　司
西越田中 中　　　崎
西　　　越 西　　　越
堂　ケ　前 堂　ケ　前
未申告者 未申告者（午後６時まで）
未申告者 未申告者

※消費税の申告については、４月１日まで受付します。

場所　山村開発センター中会議室
時間　午前８時30分～午後４時（２月27日と３月14日は午後６時まで）
税務署から、確定申告用の封筒が届いている場合は、必ず持参してください。

◇
報
告
期
日

毎
年
２
月
１
日
の
状
況
を
４
月

15
日（
鳥
類
は
６
月
15
日
）ま
で

問 

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

　 

℡
27
│

２
１
１
１

　
命
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
献

血
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
献
血
日
　
１
月
30
日（
水
）

◇
場
所

　
美
郷
館
　 

午
前
10
時
〜
正
午

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ

◇
申
請
に
必
要
な
物

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）・
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

平
成
25
年
１
月
22
日（
火
）〜

平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

◇
認
定
方
法

　
必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※

個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
３
月
７
日
正
午
か
ら
、
非
常
事

態
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

皆
さ
ん
に
す
ぐ
に
避
難
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
し
た
津
波
警
報

等
の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

青
森
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　 

℡
０
１
７
│

７
４
１
│

７
４
１
３

◇
所
得
税
・
住
民
税

　
所
得
税
や
住
民
税
は
、
納
税
者

の
方
が
１
年
間
の
収
入
と
経
費
、

こ
れ
ら
を
基
に
計
算
し
た
所
得
金

額
、各
種
控
除
額
、税
額
な
ど
を
税

務
署
や
市
町
村
に
申
告
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

先
は
税
務
署
、
住
民
税
の
申
告
書

の
提
出
先
は
市
町
村
と
な
っ
て
お

り
、
提
出
期
限
は
と
も
に
３
月
15

日（
金
）で
す
。
お
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費
税

は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申
告
書

で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告
し
、
消

費
税
と
の
合
計
額
を
国
に
納
め
ま

す
。納
め
ら
れ
た
地
方
消
費
税
は
、

国
か
ら
県
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費
税・

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

の
期
限
は
４
月
１
日（
月
）で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
、
納
税
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

　
左
記
日
程
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
申
告
納
税
相
談
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
申
告

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
な
お
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る

人
・
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る

人
・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
人
は
、
住
民
税
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
収
入
が
な
く
て
も
、
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受

け
る
場
合

▽
福
祉
年
金
や
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
場
合

▽
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
す
る

場
合

▽
所
得
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書

が
必
要
な
場
合

※

国
保
の
被
保
険
者
は
、
収
入
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
税
務
グ
ル
ー
プ
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
78
│

２
１
１
１
　
内
線
５
０
２

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
た
新
郷
村
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間

平
成
25
年
２
月
23
日（
土
）か
ら

３
月
９
日（
土
）ま
で（
15
日
間
）

◇
縦
覧
場
所

　
新
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会
室

◇
異
議
の
申
し
出

　
当
該
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
ま
た

は
誤
載
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

縦
覧
期
間
内
に
、
文
書
で
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会

　 

℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
25
年
５
月
28
日
任
期
満
了

に
よ
る
新
郷
村
長
選
挙
の
日
程
を

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◇
選
挙
の
期
日

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

七
回
忌
母
の
残
せ
し
マ
フ
ラ
ー
と

小
　
坂
　
良
　
子

干
し
柿
の
仕
上
が
り
調
べ

今
朝
の
風

工
　
藤
　
陽
　
一

雪
の
上
に
老
い
ま
ざ
ま
ざ
と

残
り
け
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

年
の
く
れ
お
よ
ぐ
金
魚
も

静
か
な
り

福
　
山
　
康
　
子

わ
が
家
の
漬
物
上
手
ま
づ
味
見

髙
　
根
　
リ
　
サ

ひ
と
り
ご
と
多
く
な
り
し
や

冬
の
空

戸
　
来
　
れ
い
子

使
い
捨
て
雑
巾
作
る
師
走
か
な

鹿
　
島
　
惠
美
子

え
り
巻
は
タ
ン
ス
の
中
で

出
番
な
し

長
　
峯
　
ユ
　
リ

難
聴
や
無
言
の
朝
の
な
め
こ
汁

村
　
上
　
て
　
る

砂
利
ト
ラ
の
女
も
赤
い
冬
帽
子

金
　
沢
　
　
　
凡

　
平
成
25
年
５
月
19
日（
日
）

◇
告
示
日

　
平
成
25
年
５
月
14
日（
火
）

◇
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

　
平
成
25
年
４
月
25
日（
木
）

問 

選
挙
管
理
委
員
会

　 

℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
22
年
の
口
蹄
疫
や
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
規
模

な
発
生
を
ふ
ま
え
て
家
畜
伝
染
病

予
防
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
か
ら
牛
・
豚
・
馬
・
鶏

等
の
家
畜
を
所
有
し
て
い
る
方
や

ペ
ッ
ト
と
し
て
鶏
（
チ
ャ
ボ
、
ウ

コ
ッ
ケ
イ
等
を
含
む
）、
ア
ヒ
ル
、

キ
ジ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
う
ず
ら
等

を
飼
っ
て
い
る
方
す
べ
て
に
、
年

一
回
、
そ
の
飼
養
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
報
告
の
方
法

や
期
日
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
報
告
の
方
法

飼
養
場
所
や
頭
羽
数
な
ど
を
所

定
の
「
定
期
報
告
書
」
に
記
入

◇
報
告
書
の
提
出
先

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は

役
場
産
業
グ
ル
ー
プ

問

問問

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

村
長
選
挙
日
程
に
つ
い
て

申
告
は
お
早
め
に

献
血
に
ご
協
力
を
！

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問 問

問

問

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

　名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
の

　
　飼
養
報
告
に
つ
い
て

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
に
つ
い
て



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

228

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

小学校に行ったときのことを
描いたよ。青いクレヨンみた
いなので先生が書いて、いっ
ぱい教えてもらったんだよ。

坂根　　一くん（さくら組）
まよとりんが学校からお家に
帰ったところ。お家に入って
テレビを見て、その後は２人
でお昼寝。起きてから３時に
みかんも食べたよ。

横道　凜さん（さくら組）
せんさか ね りんよこみち

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

10

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

如 月

12月

田  茂　颯  真くん
Ｈ23・７・13生
（地区）川代
（パパ）雅章
（ママ）牧子
パパとママのねがい

友達を大事にする優しい
子に育ってほしい

２月
人の動 き

男　1,401人（＋２人）
女　1,482人（＋２人）
計　2,883人（＋４人）
世帯数949世帯（±０世帯）
（平成24年12月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp
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1

2013 （
平
成
2
5
年
）

JA
N
U
A
R
Y

むらのガイド

平成25年

アメジスト（紫水晶）
̶ 誠実・心の平和 ̶誕 生 石

きさらぎ
February

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１３年２月
行　　事　　等 備　　　考

た も そう ま

日 曜
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

1 金
がん検診・特定健診結果説明会・生活習慣改善指導
新郷温泉館休業日4 月
特定健診（～９日）7 木
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日8 金
新郷村戸来財産区議会議員一般選挙投開票日10 日
●建国記念の日11 月
行政相談 山村開発センター２階　相談室

山村開発センター２階　相談室

山村開発センター１階　中会議室
13 水

所得税・住民税申告相談（～３月15日）
特定健診（～16日）14 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
３・４歳児健診15 金
人権相談
新郷温泉館休業日18 月
特定健診（～23日）21 木
燃えないごみ収集日22 金
新郷温泉館休業日

25 月
母と子の栄養教室　乳幼児健康相談
特定健診（～３月２日）28 木

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

１
月
６
日
　
消
防
団
出
初
式
（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）

１
月
６
日
　
消
防
団
出
初
式
（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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